
 

 

 

５月２４日と２５日、２日間にわたる中間テストが終わりました。初めてのテストに緊張をしな

がらもベストを尽くせた様子でした。ただ、その中でも「勉強が足りなかった」、「こうすればよ

かった、ああすればよかった」とテストの結果を振り返りながら感じていることでしょう。「過去

は変えられないが、未来は変えられる」と先日の親子ガイダンスの講師が話しておりました。結

果は結果として受けとめて、今度どうすればよいかを考えながら、行動に移していってほしい

ものです。また、平均点より上だとか下だとか関係ありません。全員がある一定のレベルまで

いくことが目標ですから、他の生徒よりできようができなかろうが自分ができないのなら意味

がありません。follow up等を利用して、抜けもれをなくしていきましょう。そして、どんどん

先生を使ってください。質問は歓迎です。以下は、テストを終えての生徒たちの感想です。 

 

・理科はボロボロだったが、国語は予想を上回ってくれたので良かったし、嬉しかった。理科は

あまり積極的に勉強していなかった気がするので、期末ではこうならないように幾何と並べ

てやっていきたい。 

・中間テストの全体的な復習を中心的にしました。答え合わせしていくごとに気分が下がって

いきます↓。まあ、終わったことは仕方がないので、気持ちを切り替えて勉強に取り組んで

いきたいと思います。 

・代数はあまり良い点数ではなくて、思ったより取れませんでした。でも、英語では平均点より

上になれました。でも、どの教科もまだまだ勉強が足りないなと感じました。なので期末で

は頑張りたいです。 

・代数は思ったよりもできていなくて悔しかった。しっかりと復習をして、期末に向けて頑張っ

ていきたい。また、明日のフォローアップを頑張りたい。社会は、結構難しかったけど意外と

できていて良かった。英語は、単語や文法・アクセントなどほとんどがケアレスミスで悔しか

った。期末に向けてしっかりと復習をして頑張りたい。 

・今日は代数が返されたのですが、とても点数が低かったです。しかし、やり直しをしてみたら

符号ミスや単位ミスなどがあり、やればできる問題も中にはあったので、ミスをなくしてい

けるように頑張ります。 

 

多くの中学生はテスト前にはしっかり復習をしますが、テストが終わると復習がおろそかに

なりがちです。実際に classi でも先週のテストが終わった後から勉強時間が急激に減りまし

た。確かにテストから解放されて、勉強からも解放されたい気持ちはわかりますが、このタイミ

ングが実はできるようになる生徒かできなくなる生徒になるかの分かれ目です。成績をグッと

上げるには「勉強の中でつまずいている部分」を重点的に復習して克服するのが有効です。そ

の「勉強の中でつまずいている部分」が最もわかりやすいのが、テストの答案結果なのです。テ

ストが返ってきたら、まずはどの問題を間違えたのかを振り返り、分析しましょう。具体的な方

法は次のページに記しておきます。  

 
令和５年６月１日（木） 

第７号 農二進路指導部 



 

中間テストが返ってきましたが、今回の結果を次回に生かすために何をすべきか？４月の初

めに配られた進路サポートの学習ガイドに定期テストの結果をどう次に生かすべきなのかが書

かれておりました。以下の記事を参考にしてください。「勝って次の負けの因を作るか」、「負け

て次の勝ちの因を作るか」は君たち次第です！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２４日（水）に（株）ベネッセコーポレーションより相良大介先生をお招きして、4月に受

験した学力推移調査の結果を踏まえ、今後どのような勉強をしていけば良いのか、そして、も

っと長い目で見て六年間の学習方略をどのように立てて、学習を進めていけば良いのかご講

義をいただきました。日々の学習習慣（学習時間、学習方法、生活習慣）が見直しが必要で

あり、何ができていて何ができていないのかを振り返ることが大事であり、平日３時間、休日５

～６時間の学習時間をしっかりととっていくことが必要であると述べられていました。 

 

 

 

 

 

 

対策① 

対策② 

対策③ 

対策④ 



引用 進路サポート学習ノートより© Benesse Corporation  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 月 24 日(水)に（株）ベネッセコーポレーションより相良大介先生をお迎えして中等部１

年生を対象にした親子進路ガイダンスを実施しました。講演では４月初旬に実施された学力推

移調査の結果を踏まえ、６年間の継続した段階的な学習の進め方や１学年次における学習の仕

方についてお話をしていただきました。生徒９５名＋保護者８０名を超える多くの参加があり

ました。ガイダンスの中では、学習時間をとにかく今の時期から３時間以上とること、目的や目

標を持った生徒の方が今後の成績の伸び幅が大きいこと、そして、基礎学力をつけるのは中

学生の今の時期であり、これが後々の応用力へとつながってい

くこと、また、記憶を長期記憶にするためにはどうしたらよいか

など、先を見据えたお話から、今生徒たちが直面している勉強

法などについて詳しくお話をしていただきました。講演終了後

には生徒、そして、保護者の皆様より積極的に質問がされ、多く

の参加者にとって、とても有意義なガイダンスであったと感じ

ました。６年間を見据え、自分なりに学習スタイルを確立し、自

分の夢に向かって走っていってほしいと思います。以下は生徒

からの感想です。 

 

・今日はガイダンスを聴きました。もっと勉強時間を増やさな

ければと思いました。今の学習時間の平均が２時間48分だ

ったので、あと３０分ぐらい伸ばせるように頑張りたいです。 

・親子ガイダンスを聞いてこれからの勉強をどうやっていくと

いいかわかった。自分はしっかり時間を決めて集中して勉強

することをしっかりルーティンにできるようにしたい｡ 

・復習、予習の大切さ学びました。また、学力を伸ばすためには

学習の量と質を良くする必要があると知りました。私は毎日

三時間以上の勉強がまだできていないので、少しずつ勉強

時間を増やしていき、習慣化させていきたいです。 

・僕は話の中にあった「一週間で２６時間勉強」と「エビングハ

ウスの忘却曲線」が印象に残りました。僕は平日に３時間勉

強することが、習慣付けられていないのでとても参考になり

ました。これからは勉強する時間帯を具体的に設定したいと

思います。また勉強から脱線しないように、勉強の妨げにな

るものは勉強机に置かない事が大切だと分かりました。実

践してみたいと思います。 そして勉強で覚えたことを頭に

定着させるように復習を忘れないようにしたいと思います。 

 

最後に C組の代表生徒の謝辞の中では「日々の学習習慣をつけることの大切を知ったので毎 

日３時間の勉強をするようにし、復習を大事にしていきたい」と思いを語ってくれました。一人

一人の学習の姿勢の変化を期待します。がんばれ、農二中生！ 


